
 

女子高校生夏の学校～科学・技術者のたまごたちへ～開催のお知らせ 

 

 

 

若い世代が科学への夢をはぐくむことができるよう、先端研究・身近な開発等に携わる研究者・技術者か

ら情報を発信し、科学技術の世界の魅力と多様な科学者・技術者の姿を知っていただくとともに、 理工系に

関心のある女子高校生の自発的なネットワークづくりを支援することを目的に、下記のようなイベントを開催

します。ふるってご参加ください。 

 

日 時  平成17（２００５）年8 月22 日（月）～23 日（火）（1 泊2 日）  

 

場 所  国立女性教育会館大会議室 

    埼玉県比企郡嵐山町菅谷７２８（経路は募集要項参照） 

 

対 象  全国の女子高校生および付き添いの教員 定員100 名 

 

参加費  無料。ただし必要経費（宿泊費、保険料、食費、交流会費など）があります。 

詳細は募集要項をご参照ください。 

 

主 催  日本物理学会、男女共同参画学協会連絡会、独立行政法人国立女性教育会館、 

      日本学術会議「若者の科学力増進特別委員会」、独立行政法人科学技術振興機構* 

共 催  地球電磁気・地球惑星圏学会、電子情報通信学会、日本数学会、日本分子生物学会、 

      日本化学会*、応用物理学会*、日本女性科学者の会*

後 援  文部科学省*、内閣府*

      （* は予定） 

※内閣府平成17 年度チャレンジ･キャンペーン協力団体主催イベント 

 

内 容  プログラムを含む詳細は募集要項をご参照ください。 

 

企画委員（50 音順） 

荒川薫（電子情報通信学会，明治大学）、織田孝幸（日本数学会，東京大学）、北原和夫（日本学術会議

若者の科学力増進特別委員会委員長）、木戸ゆかり（地球電磁気・地球惑星圏学会，海洋研究開発機

構）、吉祥瑞枝（日本女性科学者の会，東邦大学）、小舘亮之（電子情報通信学会，津田塾大）、近藤高志

（応用物理学会，東京大学）、田島節子（日本物理学会，大阪大学）、檀上慎二（四天王寺高校中学校）、 

鳥養映子（日本物理学会，山梨大学）※委員長、田中若代（日本女子大学附属高校）、長妻 努（地球電

磁気・地球惑星圏学会，情報通信研究機構）、平野琢也（日本物理学会，学習院大学）、福田公子（分子

生物学会，首都大学東京）、前田義幸（科学技術振興機構科学技術理解増進部）、室伏きみ子（日本学術

会議若者の科学力増進特別委員会幹事）、森 義仁（日本化学会，お茶の水女子大学） 

学生企画委員 

    大須賀琴江（お茶の水女子大学）、堀井香奈子（お茶の水女子大学）**学生代表、武藤 泉（津田塾大学） 

事務局 国立女性教育会館 

    高橋由紀（研究国際室）、森 未知（情報課）、山川俊幸（事業課） 
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 女子高校生夏の学校～科学・技術者のたまごたちへ～募集要項 

 

１．日 時  平成17 年8 月22 日（月）～23 日（火）（1 泊2 日）  

 

２．会 場   国立女性教育会館大会議室 

 

３．募集対象者 

100 名 全国の女子高校生および付き添いの教員 

 

４．日 程 

第１日目   8／22（月） 

9:30-10:15 第1 部 開校式 

 挨拶、オリエンテーション、趣旨説明 「理工系女性の現状と将来」 

 

10:30-12:30 第2 部  講演 「科学・技術の世界の楽しさ Ⅰ」  研究者・技術者 ４名 

 

12:30-13:30        昼食 

 

13:30-16:00 第3 部  講演 「科学・技術の世界の楽しさ Ⅱ」  研究者・技術者 ６名 

 

16:30-18:00 第4 部 アトラクション ・ 学生からのメッセージ 

  アトラクション「キュリー夫人の理科教室」紙芝居とショー 吉祥瑞枝主宰 

   学生からのメッセージ 堀井香奈子（お茶の水女子大学３年） 他 

 

18:30-20:00 交流会 

 

20:30-22:30 第5 部 自由討論 

チューターの女子学生を囲んで、高校生活の紹介、グループ対抗クイズ大会の作戦会議など、楽しく

語り明かします。大学生に進路相談したり、大学生活を垣間見ることもできるでしょう。 

 

第２日目   8／23（火） 

9:00-10:30 第6 部 グループ対抗クイズ大会（理工系女子大生企画） 

 

10:45-12:00 第7 部 ポスターセッション 

   「高校生からの発信、研究者からの発信」 

 

12:00-12:30 閉校式 

  修了証授与 

  シンポジウム企画へのアンケート回答  

 

 ＊遠方の方は国立女性教育会館に前泊および後泊可能 

 

５．所要経費 



・参加費  無料 

・宿泊費   8 月 22 日は主催事業料金 1,000 円、前泊（21 日）および後泊（23 日）は通常料金 1,600～2,200 円

かかります。 

・食 費   １食1,000 円程度  

・交流会費 1,000 円 

・旅 費   遠方の方には予算の範囲内で一部補助することがあります。 

        ご希望の方は、申し込み時にご自宅の最寄駅を明記して「旅費補助希望」とお書きください。 

・保 険   実験などの危険を伴う企画はありませんが、参加者全員に自宅を出てから帰着するまでの保険に

加入していただきます。詳細は、参加が確定されてからご連絡します。 

 

６．申込み方法  

お申し込みは、募集チラシの裏面にある FAX 申込み票を使ってファックスで申し込むか、国立女性教育会館

ホームページ上にある E-mail 申込み票に記入して申し込んでください（トップページから「ヌエック公開シンポ

ジウム」にアクセスしてください）。申込み後、参加証をお送りします。 

 

申込み締切 ２００５（平成１７）年７月３０日（木） 
 

 

 

７．その他    

・参加者には、修了証を発行します。 

・会場において、シンポジウム企画に関するアンケートにご回答いただきます。 

・急病など万一の場合に備え、保険証をご持参ください。 

 

８．経路 

●電車では 

東武東上線武蔵嵐山駅から徒歩で１５分 

イベントの開催期間中は、武蔵嵐山駅－ヌエック間の送迎バスが運行します

 

※最寄の駅からタクシー利用で 

  森林公園駅、小川町駅から 15 分、武蔵嵐山駅から 5 分 

 

武蔵嵐山駅へは  

1. 池袋駅から東武東上線急行で６０分 

2. 小川町駅から東武東上線で７分  
※地下鉄有楽町線の和光市駅から東武東上線に乗換えができます。 

3. 東武東上線時刻表は、下記URL（東武鉄道のホームページ）からご覧ください。 
  【（下り〔寄居方面〕）（上り〔池袋方面〕）（平日）（土曜／休日）〔←前頁〕〔次頁→〕 
   又は〔頁選択〕をクリックして、好みの時刻表を表示します。】 
  http://www.tobuland.com/time/ltime/295d1-1.htm 

●自動車では 
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練馬I.C.から関越自動車道で３５分の東松山I.C.から国道254 号で 15 分 

新潟方面から嵐山小川I.C.から国道254 号で 15 分 

 

※リムジンバス利用 

成田空港及び羽田空港から、リムジンバス（熊谷地区行き）を利用して森林公園駅北口まで行く方法があります。 

詳細はリムジンバスのページをご覧ください。http://www.limousinebus.co.jp/guide/index.html

  

●交通案内図・路線図 
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問い合わせ先    国立女性教育会館 研究国際室  担当:高橋、岡本 

                         〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷728 

TEL:： 0493-62-6711（内線2304、2308） 

                     FAX： 0493-62-9034 

                     URL： http://www.nwec.jp/ 

                     E-mail： rese@nwec.jp 

 

http://www.nwec.jp/
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